






















第９回実験クラブアンケート「光センサーオルゴール」結果 

                                

 

◇ 光センサーオルゴールの動作原理は分かりましたか？（数字に○をつけて下さい） 

 

     ５（１５）   ４（１）    ３（１）    ２      １       

  ８８％     ６％       ６％ 

   良くわかった            ふつう          あまりわからなかった 

       

 

◇ 光センサーオルゴールの製作をうまく行うことができましたか？（数字に○をつけてください） 

 

     ５（１７）   ４       ３       ２      １       

  １００％ 

   良くできた。            ふつう          あまりできなかった 

 

 

◇ 今日の実験で面白かったことや印象に残ったことは何ですか。 

 ○ 周りの明るさで機械が操作できたこと、学校の技術では光センサーを使ったが原理が分からな 

かったので、実験クラブに来て分かって良かった。 

 ○ はんだごては初めて使ったけれど、とても楽しかったです。オルゴールもうまく作れました。 

 ○ はんだごてをして鉛を溶かすのがとっても面白かったです。そして、ちゃんと音が鳴ってよか 

ったです。 

 ○ オルゴールをこんな簡単につくれると知って驚いた。 

 ○ 部品と部品をつける作業が難しかった 

 ○ 箱を作ってオルゴールを作れて良かった。小さな部品でオルゴールが出来て驚いた。 

 ○ 箱に時間をかけすぎた 

 ○ 電気が通って音が出るまでの仕組みを知るのが楽しかった。また、仕組みを実物で作るのが面 

白かった 

  

◇ 今日の実験でわからないことや、聞いてみたいことがあれば書いて下さい。 

○ オルゴールの語源の「オルゲン」は誰かの人の名前ですか？（オルガンの語源） 

○ テキスト３ページの動作について、トランジスタのＢ⇒Ｅに電流が流れるとＣ⇒Ｅに電流が 

流れやすくなるのはなぜですか。 

  ○ オルゴールの曲はどんな曲がありますか。 

  ○ 光センサーの仕組みはどうなっているのでしょうか。 

  ○ なんで抵抗器をつけるのですか 

  ○ 置くオルゴールでディスクを変えると歌が変わりますが、どうやって音を変えたりするこ  

とができるのでしょうか。 

  ○ 抵抗器の働きがわかりませんでした。どういう働きをしているのですか。 

  ○ メロディＩＣの中にデータを入れる仕組みを知りたいです。 



 

   第９回「光センサーオルゴール」Ｑ＆Ａ 

  講師 奥門 三千男（Ｒ元・12・14） 

 

 

 

 

⇒ インターネット上の情報によると、 
オルゲルとは、「道具」「手段」「器官」を表すギリシア語オルガノンを語源とする言葉である。
いわゆるオルガンが、ポルトガル語でオルゲルと呼ばれるのは、音を出す道具だから
だ。・・・ 
とのことです。 

出所 URL : http://www.chinjuh.mydns.jp/hakubutu/castela/c/orgel.htm 

 

⇒ 電流を少しだけ流す半導体
はんどうたい

という材

料が有ります。その材料の中に少し異な

る混ぜ物をしたｎ型半導体とｐ型半導体と

いう２種類の半導体が有ります。トランジ

スタは、そのｎ型半導体とｐ型半導体を 

ｎｐｎというようにサンドイッチのように貼り

合わせて作ります。サンドイッチの真ん中

のｐ型半導体は、コレクタ（Ｃ）→エミッタ

（Ｅ）電流を妨
さまた

げているのですが、トラン

ジスタのベース（Ｂ）→エミッタ（Ｅ）電流に比例して流れるようになってきます。 

   この逆に、ｐｎｐとサンドイッチにしたものも有ります。前に書いたものをｎｐｎトランジスタ、 

後に書いたものをｐｎｐトランジスタと言います。ちなみに、光センサーオルゴールで使用し

たものは、ｎｐｎトランジスタです。 

 

 ⇒ 今回使った ICの曲の種類は、「エリーゼのために」「パッピーバースデー」「クリスマス

ソング」「ホームスイートホーム」「オーラリー」「かっこうワルツ」「ウィディングマーチ」が有り  

ます。 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２．テキスト３ページの動作について、トランジスタのＢ→Ｅに電流が流れ

るとＣ→Ｅに電流が流れやすくなるのはなぜですか。 

Ｑ１．オルゴールの語源「オルゲル」は誰か人の名前ですか 

Ｑ３．オルゴールの曲はどんな曲がありますか。 



 

⇒ ここで使用した CdS は、光が当たると電気が流れやすくなる(抵抗が下がると言い  

ます)硫化カドミウムという材料を使用しています。 

 

 

⇒ この抵抗器は、分圧
ぶんあつ

用に使っています。CdS(光の明るさで変化する抵抗器)と抵抗器

(変化しない抵抗器)が直列につながっています。すると CdS と抵抗器の両端電圧を足

したものは必ず電池の電圧 3V となります。(分圧
ぶんあつ

の原理)そこで、CdS に光が当たると抵

抗が下がり電流が多く流れるようになるため、抵抗器側の両端電圧が上がります。この

両端につながれているトランジスタ B(ベース)と E(エミッタ)の両端電圧も同じになります。 

この電圧が、0.7V 位になるとトランジスタが働き、C(コレクタ)から E(エミッタ)に電流が流

れるようになります。そして、メロディＩＣにも電流が流れ音を奏でます。 

 

抵抗の単位は「Ω
おーむ

」です。この値が大きくなるほど電流を流しにくくなります。 

今回は、抵抗器は 1ｋ
きろ

Ω
おーむ

、ＣｄＳは、暗いとき１Ｍ
めが

Ω
おーむ

のものを使いました。 

１ｋΩ＝１，０００Ω、１ＭΩ＝１，０００ｋΩ＝１，０００，０００Ω 

Ｑ５．なんで抵抗器をつけるのですか。(抵抗器はどんな働きをしているのですか。 

Ｑ４．光センサーの仕組みはどうなっていますか。 

https://matome.naver.jp/odai/2137441287364666801/2137441432265442503


 

 ⇒ もう一度、テキスト２ページを見てください。金属製のディスク(円盤)の凸の位置を変

えることにより、弾く櫛の歯が変わり、音が変わります。櫛の歯は、シリンダオルゴールと同じ

です。テキスト２ページの図ですと、１つの音しか鳴らないような図になっていますが、これが

音の種類の数だけ並んでいます。 

 

 ⇒ テキスト４ページにある図を見て下さい。音を鳴らさないところには、線がつながって

いません。高い電圧をかけて焼き切っています。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 まだ分からないことが有りましたらお声をかけてください。 

 この様な工作をする機会が有ったらチャレンジして見て下さい。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

Ｑ７．メロディＩＣの中にデータを入れる仕組みを知りたい。 

Ｑ６．置くオルゴールでディスクを変えると歌が変わりますが、どうやって音を変え

たりするのですか。 


